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ａ: カワノリ ｂ：スイゼンジノリ 

【
図
１
】.

カ
ワ
ノ
リ
と
ス
イ
ゼ
ン
ジ
ノ
リ 

(

学
研
生
物
図
鑑
『
海
藻
』
よ
り) 

 

日
本
人
と
海
藻
の
か
か
わ
り
（
11
） 

忘
れ
ら
れ
た
淡
水
藻
の
利
用 

今
田
節
子 

 

か
つ
て
は
川
に
も
藻
が
自
生
し
食
べ
る
習
慣
が
あ
っ
た
。

食
用
淡
水
藻
の
代
表
は
「
カ
ワ
ノ
リ
」
と
「
ス
イ
ゼ
ン
ジ

ノ
リ
」
で
、
前
者
は
淡
水
緑
菜
類
、
後
者
は
藍
藻
類
で
異

な
る
藻
で
あ
る
。
海
水
と
淡
水
と
い
う
自
生
す
る
環
境
の

違
い
は
あ
る
も
の
の
、
藻
体
の
形
状
や
利
用
の
仕
方
に
共

通
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
淡
水
藻
の
食
習
慣
も
日
本
人
の

海
藻
の
食
文
化
の
一
環
と
し
て
と
ら
え
て
も
い
い
の
で
は

な
い
か
と
常
々
考
え
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、「
以
前

は
各
地
の
川
に
カ
ワ
ノ
リ
が
生
え
て
お
り
、
食
べ
ら
れ
て

い
た
」
と
住
民
か
ら
聞
く
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
す
で
に
昭

和
初
期
の
伝
統
的
食
習
慣
の
聞
き
取
り
調
査
の
な
か
で
は

そ
の
利
用
実
態
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
現
在
で 

 
 

は
淡
水
藻
の
存
在
や
利
用
を
知
る
者
は
極
め
て
少
な
い
。 

 

ま
ず
、
海
藻
図
鑑
や
食
品
事
典
か
ら
藻
類
の
特
徴
を
紹

介
し
て
み
よ
う
。
カ
ワ
ノ
リ
は
笹
の
葉
に
似
た
形
を
し
て

お
り
（
図
1-

ａ
）、
薄
く
て
柔
ら
か
く
、
東
北
地
方
南

部
か
ら
九
州
に
い
た
る
地
域
の
太
平
洋
岸
に
注
ぐ
河
川
の

上
流
に
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
自
生
し
、
ア
サ
ク
サ
ノ
リ

同
様
に
す
い
て
板
状
の
製
品
と
し
、
乾
燥
の
り
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
ス
イ
ゼ
ン
ジ
ノ
リ
は
寒
天
質
の

や
わ
ら
か
い
塊
で
、
表
面
に
し
わ
や
凸
凹
が
た
く
さ
ん
あ

り
（
図
1-

ｂ
）、
温
暖
で
清
水
が
わ
き
出
る
小
川
や
池

の
小
石
に
着
生
し
、
水
中
を
漂
い
な
が
ら
生
育
を
続
け
る
。

分
布
は
熊
本
市
水
前
寺
付
近
と
福
岡
県
甘
木
市
、
久
留
米

市
周
辺
に
限
ら
れ
、
寒
天
質
の
塊
を
す
り
つ
ぶ
し
、
板
に

一
定
の
厚
さ
に
塗
り
つ
け
陰
干
し
し
た
乾
燥
品
は
現
在
で 

            

     も
「
水
前
寺
の
り
」
の
名
で
売
ら
れ
て
い
る
が
、
生
産
量

は
僅
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
現
在
で
は
カ
ワ
ノ
リ
と
ス

イ
ゼ
ン
ジ
ノ
リ
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
が
、
近
世
以

前
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
利
用
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
限
ら
れ
た
資
料
か
ら
で
は
あ
る
が
、

淡
水
藻
の
歴
史
を
探
っ
て
み
る
と
、
川
苔
の
記
載
は
す
で
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に
古
代
の
『
倭
名
類
聚
抄
』（
九
三
一
～
九
三
八
年
）
に

み
ら
れ
、
水
菜
類
「
水
苔
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
、「
水
苔

一
名
河
苔 

和
名
加
波
奈
」
と
あ
る
。
苔
を
「
な
」
と
読

ま
せ
て
お
り
、
古
代
か
ら
カ
ワ
ナ
、
す
な
わ
ち
淡
水
藻
は

知
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。 

江
戸
時
代
に
は
川
苔
（
か
わ
な
）
と
記
載
し
た
資
料
が

中
心
で
、
カ
ワ
ノ
リ
、
ス
イ
ゼ
ン
ジ
ノ
リ
の
両
者
が
含
ま

れ
て
い
る
。『
大
和
本
草
』（
一
七
〇
八
年
）
に
は
、
川
苔

は
海
苔
に
似
て
お
り
、
冨
士
山
麓
の
柴
川
に
柴
川
苔
が
生

じ
冨
士
ノ
リ
と
も
い
う
、
日
光
の
川
に
日
光
苔
が
、
肥
後

の
菊
池
川
に
は
菊
池
苔
が
自
生
し
干
し
て
遠
く
に
送
り
、

ア
マ
ノ
リ
に
似
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
肥
後

の
水
前
寺
苔
は
水
前
寺
村
の
川
に
自
生
し
、
乾
か
し
て
厚

き
紙
の
ご
と
く
に
な
る
と
あ
る
。『
和
漢
三
才
図
会
』（
一

七
一
二
年
）
に
も
類
似
し
た
内
容
が
み
ら
れ
、
冨
士
苔
は

紫
菜
に
似
て
お
り
青
紫
で
味
が
極
め
て
良
い
、
水
前
寺
苔

は
冨
士
苔
に
色
が
似
て
お
り
、
し
か
も
煮
て
も
乱
れ
ず
美

味
し
い
と
あ
る
。
そ
し
て
水
前
寺
苔
は
多
く
は
出
ず
、
い

ち
い
ち
粘
り
を
だ
し
て
四
角
に
作
る
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
地
方
誌
な
ど
に
も
記
載
が
多
く
、『
芸
備
国
郡
志
』

（
一
六
六
三
年
）
に
は
高
田
郡
吉
田
川
に
、『
雍
州
府
志
』

（
一
六
八
六
年
）
に
は
大
和
布
留
川
、
安
芸
吉
田
川
、
肥

後
水
前
寺
に
、
そ
し
て
古
く
は
宇
治
川
に
も
あ
っ
た
こ
と

が
記
さ
れ
、『
甲
斐
国
志
』（
一
八
〇
四
～
一
八
一
八
年
）

に
は
都
留
郡
の
桂
川
、
駿
州
の
芝
川
、
一
宮
の
御
手
洗
川

に
川
苔
が
生
ず
、
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
奇
遊

談
』（
一
七
九
九
年
）
に
も
洛
北
鞍
馬
の
西
に
あ
る
貴
船

明
神
川
瀬
に
あ
る
川
苔
を
取
り
集
め
て
乾
か
し
て
江
戸
の

浅
草
海
苔
の
ご
と
く
用
い
、
冨
士
川
苔
よ
り
よ
い
と
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
み
て
も
川
苔
は
比
較
的

広
い
範
囲
に
自
生
し
、
住
民
に
と
っ
て
も
身
近
な
存
在
で

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

前
述
し
た
よ
う
に
カ
ワ
ノ
リ
と
ス
イ
ゼ
ン
ジ
ノ
リ
は
異

な
る
淡
水
藻
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
の
資
料
に
は
川
苔
と

し
て
両
者
が
混
在
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る

と
、
淡
水
に
自
生
す
る
藻
を
総
称
し
て
カ
ワ
ナ
と
呼
ん
で

い
た
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
な
が
ら
形
や
性
質
に
関
す

る
記
載
に
つ
い
て
は
多
少
違
い
が
み
ら
れ
る
。
冨
士
苔
や

日
光
苔
な
ど
に
つ
い
て
は
ア
マ
ノ
リ
に
似
て
お
り
、
青
緑

色
で
極
め
て
美
味
し
い
、
干
し
て
浅
草
海
苔
の
ご
と
く
に

用
い
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
一
方
、
水
前
寺
苔
に
つ
い
て

は
粘
り
を
出
し
て
厚
み
を
持
っ
た
紙
の
よ
う
に
干
し
、
水

に
浸
し
て
用
い
る
が
、
組
織
が
煮
崩
れ
し
な
い
性
質
を
持

つ
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
両
者
を
区
別
し
、
性
質
の
違
い

を
経
験
的
に
理
解
し
て
使
用
し
て
い
た
と
推
測
し
て
も
よ

さ
そ
う
で
あ
る
。 

食
べ
方
に
つ
い
て
は
詳
し
い
資
料
は
み
あ
た
ら
な
い
が
、

江
戸
時
代
の
料
理
書
を
参
考
に
特
徴
を
探
っ
て
み
る
と
、

「
日
光
の
り
」
や
「
ふ
じ
の
り
」
は
「
ひ
や
汁
」
や
「
あ

ぶ
り
肴
」
に
使
わ
れ
、「
生
の
り
」
と
同
じ
と
い
う
記
載

が
あ
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
汁
物
や
火
に
あ
ぶ
っ
て
食
べ

る
な
ど
、
現
在
の
浅
草
海
苔
と
同
様
の
食
べ
方
が
一
般
的

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
水
前
寺
苔
は
「
す
い
ぜ
ん
じ

な
」「
す
い
ぜ
ん
じ
の
り
」
と
し
て
汁
、
刺
身
の
つ
ま
な

ど
に
使
わ
れ
て
お
り
、「
水
ぜ
ん
じ
な
は
さ
っ
と
ゆ
に
し 

そ
ろ
え
て
二
ぶ
ぐ
ら
い
に
切
」
と
い
う
使
い
方
の
説
明
が

あ
り
、
茹
で
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の

よ
う
に
江
戸
時
代
の
料
理
書
の
内
容
か
ら
も
、
カ
ワ
ノ
リ

と
ス
イ
ゼ
ン
ジ
ノ
リ
は
区
別
さ
れ
、
性
質
の
違
い
を
考
慮

し
た
使
い
方
が
な
さ
れ
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。 

江
戸
時
代
に
は
す
で
に
カ
ワ
ノ
リ
と
ス
イ
ゼ
ン
ジ
ノ
リ

は
区
別
さ
れ
利
用
さ
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
が
、
カ
ワ

ノ
リ
は
生
産
量
も
少
な
く
高
価
な
も
の
で
あ
っ
た
せ
い
か
、

昭
和
初
期
に
は
す
で
に
家
庭
料
理
か
ら
は
姿
を
消
し
た
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
ス
イ
ゼ
ン
ジ
ノ
リ
は
、
生
産

量
は
少
な
い
も
の
の
現
在
で
も
水
前
寺
地
方
を
中
心
に
養

殖
が
行
わ
れ
、
土
産
物
や
伝
統
的
な
日
本
料
理
の
食
材
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
十
分
水
で
戻
し
て
刺
身
の
つ
ま
や

吸
い
物
、
酢
の
物
に
し
た
り
、
油
炒
め
に
し
て
和
え
物
や

佃
煮
に
さ
れ
、
独
特
の
藍
緑
色
と
歯
触
り
の
良
さ
を
味
わ

う
珍
味
の
一
つ
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
。 

水
質
が
良
く
、
河
川
に
恵
ま
れ
た
我
が
国
で
は
、
淡
水

藻
は
海
か
ら
離
れ
た
農
村
や
山
村
で
も
採
取
、
利
用
が
可

能
で
、
量
的
に
は
多
い
と
は
い
え
な
い
も
の
の
食
材
の
一

つ
と
し
て
広
い
地
域
で
使
わ
れ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
河
川
の
改
修
工
事
や
水
質
の
悪
化
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
環
境
の
変
化
に
よ
り
食
用
淡
水
藻
の
自
生
地
は
失

わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
味
や
品
質
の
よ
い
海
苔
が
普

及
し
た
こ
と
や
食
材
料
の
多
様
化
に
よ
り
、
淡
水
藻
の
よ

う
な
天
然
の
素
朴
な
味
や
香
り
に
目
を
向
け
る
者
が
少
な

く
な
り
、
淡
水
藻
の
食
習
慣
は
早
い
時
期
に
衰
退
し
て
し
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ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。 

【
主
な
参
考
文
献
】 

日
本
の
食
生
活
全
集
編
集
委
員
会
編
『
日
本
の
食
生
活
全

集
』
全
四
八
巻
、
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
八
四
～
一

九
九
二
年
。
今
田
節
子
『
海
藻
の
食
文
化
』、
成
山
堂
書

店
、
二
〇
〇
三
年
。
千
原
光
雄
『
海
藻
』、
学
習
研
究
社
、

一
九
八
八
年
。
杉
田
浩
一
、
平
宏
和
、
田
島
眞
、
安
井
明

美
編
『
日
本
食
品
大
事
典
』、
医
歯
薬
出
版
、
二
〇
〇
三

年
。
源
順
撰
「
倭
名
類
聚
抄
」（
九
三
一
～
九
三
八
年
）、

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
『
諸
本
集
成

倭
名
類
聚
抄
』
本
文
編
、
臨
川
書
店
、
一
九
七
七
年
。
貝

原
益
軒
「
大
和
本
草
」
（
一
七
〇
八
年
）
、
益
軒
会
編
纂

『
益
軒
全
集
』
巻
之
六
、
益
軒
全
集
刊
行
部
、
一
九
七
三

年
。
寺
島
良
安
著
、
島
田
勇
雄
・
竹
島
淳
夫
・
樋
口
元
巳

訳
注
『
和
漢
三
才
図
会
』、
平
凡
社
、
一
九
九
一
年
。『
古

事
類
苑
』
植
物
部
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
。「
料

理
物
語
」（
一
六
四
三
年
）
吉
井
始
子
編
『
翻
刻
江
戸
時

代
料
理
本
集
成
』
第
一
巻
、
臨
川
書
店
、
三
～
三
七
頁
、

一
九
七
八
年
。「
古
今
料
理
集
二
」（
刊
年
付
記
）
吉
井
始

子
編
『
翻
刻
江
戸
時
代
料
理
本
集
成
』
第
二
巻
、
臨
川
書

店
、
一
五
～
四
八
頁
、
一
九
七
八
年
。「
和
漢
精
進
料
理

抄
」（
一
六
九
七
年
）
吉
井
始
子
編
『
翻
刻
江
戸
時
代
料

理
本
集
成
』
第
二
巻
、
臨
川
書
店
、
二
二
七
～
二
八
〇
頁
、

一
九
七
八
年
。「
当
流
節
用
料
理
大
全
」（
一
七
一
四
年
）

吉
井
始
子
編
『
翻
刻
江
戸
時
代
料
理
本
集
成
』
第
三
巻
、

臨
川
書
店
、
一
一
三
～
二
八
五
頁
、
一
九
七
九
年
。「
精

進
献
立
集
二
編
」（
一
八
二
四
年
）
吉
井
始
子
編
『
翻
刻

江
戸
時
代
料
理
本
集
成
』
第
九
巻
、
臨
川
書
店
、
一
四
六

～
二
三
五
頁
、
一
九
八
〇
年
。 

 

体
験
的
生
活
文
化
史 

昭
和
編 

そ
の
十
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
田
義
之 

 

前
回
に
は
私
が
エ
ア
ハ
ル
ト
基
金
に
よ
る
西
ド
イ
ツ
政

府
招
聘
留
学
生
採
用
試
験
に
、
妻
が
私
費
留
学
生
試
験
に

合
格
し
て
、
一
九
五
九
年
八
月
に
横
浜
か
ら
フ
ラ
ン
ス
郵

船
の
ラ
オ
ス
号
で
出
航
す
る
と
こ
ろ
ま
で
述
べ
た
が
、
出

航
を
八
月
一
日
と
記
し
た
の
は
記
憶
違
い
で
、
乗
船
し
た

の
は
十
七
日
（
月
）
午
後
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
見
送
り

の
人
た
ち
が
帰
っ
て
、
船
内
で
の
最
初
の
夕
食
も
終
わ
り
、

船
客
一
同
が
客
室
で
寝
に
着
い
た
後
に
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

な
ど
の
セ
レ
モ
ニ
ー
な
し
で
、
船
は
真
夜
中
に
出
港
し
た
。 

 

私
た
ち
エ
ア
ハ
ル
ト
奨
学
生
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
四 

人
だ
っ
た
の
で
、
ま
と
め
て
一
部
屋
に
入
れ
ら
れ
た
が
、

妻
は
二
人
部
屋
を
あ
て
が
わ
れ
、
同
室
者
は
東
京
の
ア
テ

ネ
・
フ
ラ
ン
セ
で
学
び
、
そ
こ
か
ら
学
術
優
秀
者
と
し
て

フ
ラ
ン
ス
に
留
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
若
い
日
本
女
性

だ
っ
た
。
後
に
ラ
ジ
オ
の
フ
ラ
ン
ス
語
講
師
な
ど
で
広
く

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
人
で
、
私
た
ち
は
こ
の
婦
人
の

素
晴
ら
し
い
フ
ラ
ン
ス
語
会
話
力
に
初
め
は
度
肝
を
抜
か

れ
、
そ
の
内
に
何
事
に
あ
れ
こ
の
人
の
助
け
な
し
で
は
、

船
内
で
の
生
活
が
ほ
と
ん
ど
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
。 

 

私
た
ち
留
学
生
は
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ク
ラ
ス
よ
り
一
階
級

下
の
ト
ゥ
ー
リ
ス
ト
・
ク
ラ
ス
の
船
客
で
、
船
室
ば
か
り

で
な
く
、
食
堂
も
プ
ー
ル
や
撞
球
室
な
ど
の
娯
楽
施
設
な

ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
で
使
え
る
と
こ
ろ
が
き
ま
っ

て
お
り
、
違
う
ク
ラ
ス
の
お
客
た
ち
と
日
常
に
接
す
る
機

会
は
殆
ん
ど
な
か
っ
た
。
事
故
が
あ
っ
た
時
な
ど
は
先
ず

フ
ァ
ー
ス
ト･

ク
ラ
ス
の
お
客
か
ら
救
助
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
次
に
私
た
ち
、
そ
れ
か
ら
三
等
船
客
、
そ

し
て
一
番
下
の
船
倉
船
客
と
続
き
、
船
員
た
ち
が
最
後
に

な
る
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ク
ラ
ス
の
客
た

ち
は
フ
ァ
ー
ス
ト･

ク
ラ
ス
専
用
の
上
甲
板
に
行
く
こ
と

が
許
さ
れ
て
い
た
が
、
三
等
以
下
の
船
客
に
は
他
の
ク
ラ

ス
の
デ
ッ
キ
に
行
く
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ

う
に
記
憶
す
る
。 

 

従
っ
て
私
た
ち
が
食
事
や
お
茶
な
ど
を
一
緒
に
と
り
、

デ
ッ
キ
の
椅
子
に
座
っ
て
歓
談
し
た
り
、
娯
楽
室
で
卓
球

な
ど
を
楽
し
ん
だ
り
し
た
の
は
、
同
じ
ク
ラ
ス
の
人
た
ち

ば
か
り
で
あ
っ
た
。
い
ま
で
も
よ
く
覚
え
て
い
る
の
は
同

室
の
仲
間
た
ち
の
他
に
、
次
の
よ
う
な
人
た
ち
で
あ
る
。 

 

先
ず
日
本
人
で
あ
る
が
、
隣
室
に
は
す
こ
し
年
配
の
カ

ト
リ
ッ
ク
の
神
父
と
、
お
仲
間
の
カ
ト
リ
ッ
ク
聖
職
者
が

二
人
、
そ
し
て
当
時
西
南
学
院
大
学
の
教
授
で
あ
っ
た
山

路
基
先
生
と
が
、
起
居
を
共
に
し
て
お
ら
れ
た
。
先
生
は

バ
プ
チ
ス
ト
派
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
の
牧
師
で
も
あ
っ

た
。
先
生
と
の
交
際
は
こ
の
時
か
ら
始
ま
り
、
実
に
今
日

に
ま
で
及
ん
で
い
て
、
私
の
生
涯
の
恩
人
の
一
人
で
あ
る
。

同
じ
部
屋
で
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
職
者
た
ち
に
囲
ま
れ
て
、

先
生
は
信
仰
を
め
ぐ
る
論
議
に
大
い
に
悩
ま
さ
れ
た
ら
し

い
が
、
こ
の
船
旅
の
間
に
私
は
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
が
罪
の 
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意
識
か
ら
開
放
さ
れ
て
い
て
明
る
く
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

の
方
が
自
責
の
念
の
重
さ
に
苦
し
み
悩
む
傾
向
が
あ
る
こ

と
を
、
度
々
体
験
を
通
し
て
実
感
す
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。 

 

食
堂
で
は
座
席
が
決
ま
っ
て
い
た
。
お
隣
の
テ
ー
ブ
ル

に
は
日
本
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
カ
ト
リ
ッ

ク
の
尼
僧
た
ち
が
数
名
座
っ
て
い
て
、
私
た
ち
に
毎
食
卓

に
登
る
フ
ラ
ン
ス
料
理
に
つ
い
て
、
詳
し
く
説
明
を
し
て

く
れ
た
。
ワ
イ
ン
の
味
わ
い
方
や
、
こ
の
料
理
の
食
材
が

何
か
、
あ
る
い
は
ふ
ん
だ
ん
に
供
さ
れ
る
多
く
の
種
類
の

チ
ー
ズ
か
ら
、
何
を
選
べ
ば
よ
い
か
な
ど
、
こ
れ
か
ら
始

ま
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
生
活
に
欠
か
せ
な
い
、
食
に
関
す
る
基

礎
知
識
が
、
お
か
げ
で
す
こ
し
ず
つ
身
に
つ
き
、
有
難
か

っ
た
。
チ
ー
ズ
が
好
き
に
な
り
、
牛
や
豚
以
外
の
動
物
の

肉
も
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
彼
女
た
ち
の
お

か
げ
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
ど
う
し
て
も
抵
抗
感
を
克
服

す
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
料
理
も
あ
っ
て
、
羊
の
脳
み

そ
な
ど
は
ま
だ
し
も
、
フ
ラ
ン
ス
人
は
猿
の
脳
み
そ
も
食

べ
る
の
だ
と
聞
く
と
、
あ
ん
ま
り
良
い
気
持
ち
が
し
な
か

っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。 

 

そ
の
ほ
か
日
本
人
に
は
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
す
る
画
学
生

や
、
ど
こ
に
行
く
の
か
わ
か
ら
な
い
専
門
不
明
の
四
人
の

女
子
学
生
、
さ
ら
に
三
等
船
室
に
は
数
名
の
カ
ト
リ
ッ
ク

修
道
僧
も
乗
っ
て
お
り
、
彼
ら
は
ま
ず
ロ
ー
マ
に
ゆ
く
と

言
っ
て
い
た
。
お
医
者
も
一
人
い
て
、
私
た
ち
が
身
体
を

悪
く
す
る
と
直
ぐ
き
て
診
て
く
れ
た
。
全
体
に
穏
や
か
な

航
海
だ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
大
海
原
の
う
ね
り
は
船
旅
初

心
者
た
ち
に
船
酔
い
の
何
か
を
体
験
さ
せ
る
に
十
分
だ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。 

 

親
し
く
な
っ
た
相
客
の
な
か
で
も
特
に
記
憶
に
残
っ
て

い
る
の
は
、
マ
リ
カ
ー
ル
さ
ん
と
い
う
女
性
で
あ
る
。
こ

の
人
は
父
親
が
神
戸
在
住
の
ド
イ
ツ
の
貿
易
商
人
で
、
母

親
が
日
本
人
で
あ
り
、
自
分
は
セ
イ
ロ
ン
（
ス
リ
ラ
ン

カ
）
人
と
結
婚
し
、
コ
ロ
ン
ボ
に
住
ん
で
い
る
が
、
こ
の

度
は
夫
に
子
ど
も
た
ち
の
世
話
を
任
せ
て
里
帰
り
を
し
て

き
た
の
だ
そ
う
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
日
本
語
も
上
手
に

話
し
、
複
雑
な
国
際
結
婚
の
世
界
を
こ
れ
ほ
ど
よ
く
教
え

て
く
れ
る
こ
と
が
で
き
る
人
と
は
、
そ
う
し
ば
し
ば
出
会

う
機
会
な
ど
あ
ろ
う
は
ず
が
な
い
と
思
わ
れ
た
。 

 

そ
の
ほ
か
フ
ラ
ン
ス
人
を
は
じ
め
色
々
な
国
籍
の
人
た

ち
も
い
た
の
だ
が
、
も
う
詳
し
く
は
覚
え
て
い
な
い
の
で
、

こ
こ
で
は
省
略
す
る
が
、
ま
だ
ま
だ
空
の
旅
な
ど
一
般
的

で
な
か
っ
た
頃
の
海
外
渡
航
と
は
、
大
同
小
異
、
ほ
ぼ
こ

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
留
学
生
が
飛
行

機
に
乗
せ
て
も
ら
え
る
時
代
が
来
る
と
は
、
当
時
は
思
い

も
よ
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。 

 

こ
う
し
て
我
々
一
行
は
、
一
九
五
九
年
八
月
十
七
日
の

夜
半
に
横
浜
港
を
出
航
し
て
直
ち
に
太
平
洋
に
入
り
、
次

の
寄
港
地
で
あ
る
香
港
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
今
回

は
こ
こ
ま
で
で
筆
を
擱
く
。（
写
真
は
同
船
し
た
日
本
人

留
学
生
た
ち
） 

 『
新
宝
島
』
と
『
好
色
一
代
男
』 

   

西
鶴
研
究
こ
ぼ
れ
話 

11 
 
 

 
 
 

広
嶋 

進 

 

本
年
三
月
、
手
塚
治
虫
の
『
新
宝
島
』（
原
作･

構
成
・

酒
井
七
馬
、
作
画
・
手
塚
治
虫
、
育
英
出
版
、
昭
和
二
十

二
年
刊
）
が
復
刻
刊
行
さ
れ
た
（
小
学
館
ク
リ
エ
イ
テ
イ

ブ
）。
予
想
を
上
ま
わ
る
大
変
な
売
れ
行
き
で
初
刷
を
完

売
し
た
と
い
う
。 

 

 

こ
の
漫
画
は
漫
画
フ
ァ
ン
な
ら
ば
周
知
の
著
名
な
作
品
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で
、
戦
後
ス
ト
ー
リ
ー
漫
画
の
出
発
点
に
あ
た
る
記
念
碑

的
な
作
品
で
あ
る
。
古
本
屋
で
高
額
で
売
買
さ
れ
て
い
る

書
物
で
も
あ
っ
た
の
で
、
復
刻
版
に
人
気
が
出
る
の
も
当

然
で
あ
ろ
う
。 

 

『
新
宝
島
』
は
実
は
手
塚
治
虫
漫
画
全
集
（
講
談
社
、

昭
和
五
十
九
年
刊
）
に
す
で
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
そ
れ
は
全
集
収
録
に
あ
た
っ
て
改
訂
さ
れ
た
版
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
（
昭
和
二
十
二
年
版
が
手
塚
の
原
稿
を
他
人
が

ト
レ
ス
し
た
特
殊
な
版
で
あ
り
、
ま
た
元
の
原
稿
を
紛
失

し
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
）
作
者
が
ト
レ
ス
し
て
当
時
の

自
ら
の
線
を
復
元
し
、
さ
ら
に
ス
ト
ー
リ
ー
を
一
部
改
変

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
昭
和
二
十
二
年
版
の

『
新
宝
島
』
は
、
一
部
の
マ
ニ
ア
を
除
い
て
な
か
な
か
手

に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
幻
の
作
品
だ
っ
た
。 

 

私
も
原
『
新
宝
島
』
を
読
ん
で
み
た
い
と
思
い
、
そ
の

刊
行
を
待
ち
望
ん
で
い
た
一
人
で
あ
る
。
戦
後
活
躍
し
た

多
く
の
漫
画
家
は
、
こ
の
『
新
宝
島
』
の
影
響
で
漫
画
家

に
な
る
決
心
を
し
た
こ
と
や
、
発
刊
当
時
の
驚
き
を
し
ば

し
ば
語
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
藤
子
不
二
雄
Ａ
は
言
う
。 

本
文
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
、（
中
学
二
年
生
の
）

僕
は
目
の
く
ら
む
よ
う
な
衝
撃
を
感
じ
た
。
…
こ
ん

な
漫
画
み
た
こ
と
な
い
。
二
ペ
ー
ジ
、
た
だ
車
が
走

っ
て
い
る
だ
け
。
…
そ
う
だ
、
こ
れ
は
映
画
だ
。
紙

に
描
か
れ
た
映
画
…
大
阪
の
零
細
な
一
出
版
社
か
ら

出
さ
れ
た
、
宣
伝
も
し
な
い
少
年
向
け
の
漫
画
本
が

四
〇
万
部
と
い
う
驚
異
的
な
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ

た
こ
と
が
そ
れ
を
証
明
す
る
。
こ
れ
を
口
火
と
し
て
、

す
さ
ま
じ
い
少
年
向
け
の
長
編
漫
画
単
行
本
の
ブ
ー

ム
が
大
阪
を
中
心
に
発
生
す
る
（『
二
人
で
少
年
漫

画
ば
か
り
描
い
て
き
た
―
―
戦
後
児
童
漫
画
秘
史
』

毎
日
新
聞
社
昭
和
五
十
二
年
刊
） 

 

 

漫
画
研
究
は
近
時
急
速
な
勢
い
で
進
み
、
手
塚
が
ス
ト

ー
リ
ー
漫
画
や
映
画
的
手
法
そ
の
も
の
を
開
始
し
た
わ
け

で
は
な
く
、
昭
和
十
年
代
ご
ろ
か
ら
そ
れ
ら
が
存
在
し
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。 

（
昭
和
八
年
か
ら
十
三
年
ま
で
の
大
城
の
ぼ
る
な
ど

の
）
中
村
書
店
の
こ
の
シ
リ
ー
ズ
が
、
戦
後
、
手
塚

治
虫
を
旗
手
と
す
る
「
ス
ト
ー
リ
ー
漫
画
」
の
源
流

で
、
日
本
の
ス
ト
ー
リ
ー
漫
画
は
、
こ
こ
（
中
村
書

店
の
シ
リ
ー
ズ
）
か
ら
は
じ
ま
っ
た
と
い
っ
て
過
言

で
は
な
い
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
当
時
の
世
界
の
漫
画

状
況
を
見
て
も
、
こ
う
し
た
書
き
下
ろ
し
の
長
編
漫

画
は
見
当
た
ら
な
い
。（
日
高
敏
氏
「
近
代
漫
画
史

ノ
ー
ト
」『
漫
画
大
博
物
館
』
小
学
館
ク
リ
エ
イ
テ

イ
ブ
、
平
成
十
六
年
刊
） 

 

し
か
し
『
新
宝
島
』
を
読
む
と
、
日
本
の
戦
後
漫
画
が

そ
れ
以
降
に
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
漫
画
の
技
法
（
ひ
と

こ
と
で
言
え
ば
多
様
な
映
画
的
手
法
、
登
場
人
物
へ
の
心

理
的
同
化
の
手
法
）
が
全
編
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
お
り
、

昭
和
初
期
の
長
編
漫
画
と
の
相
違
と
断
絶
に
気
づ
く
。
や

は
り
、
戦
後
の
ス
ト
ー
リ
ー
漫
画
は
手
塚
の
本
作
品
に
よ

っ
て
始
ま
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
よ
う
に
思
う
。 

 

井
原
西
鶴
は
天
和
二
年(

一
六
八
二
）
に
『
好
色
一
代

男
』
を
発
表
し
た
。
こ
の
作
品
は
当
時
は
前
代
の
ジ
ャ
ン

ル
と
同
様
に
「
仮
名
草
子
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
し
か
し

現
在
の
文
学
史
家
は
『
一
代
男
』
以
降
の
上
方
の
多
く
の

散
文
作
品
群
を
「
仮
名
草
子
」
と
区
別
し
、
「
浮
世
草

子
」
と
呼
ん
で
い
る
。 

 

『
一
代
男
』
の
何
が
い
っ
た
い
新
し
か
っ
た
の
か
？
ま

た
以
下
に
続
く
「
浮
世
草
子
」
群
は
『
一
代
男
』
の
何
を

継
承
し
た
の
だ
ろ
う
か
？ 

 

本
作
は
、
主
人
公
が
遊
里
を
中
心
と
す
る
「
好
色
」
生

活
を
送
る
様
相
を
一
代
記
形
式
で
描
い
た
作
品
で
あ
る
。

そ
し
て
主
人
公
・
世
之
介
は
平
安
朝
の
「
色
好
み
」
の
代

表
人
物
で
あ
る
在
原
業
平
や
光
源
氏
（
特
に
業
平
）
に
な

ぞ
ら
え
て
造
型
さ
れ
て
い
る
。『
一
代
男
』
は
『
新
伊
勢

物
語
』
あ
る
い
は
『
当
世
伊
勢
物
語
』
と
も
称
す
べ
き
作

品
で
あ
っ
た
。 

 

仮
名
草
子
に
も
『
伊
勢
物
語
』
を
擬
し
た
物
語
、
例
え

ば
『
仁
勢
物
語
（
に
せ
も
の
が
た
り
）』（ 

寛
永
〈
一
六

二
四
～
四
三
〉
末
刊
）
な
ど
の
作
品
が
す
で
に
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
『
仁
勢
物
語
』
は
純
然
た
る
パ
ロ
デ
イ
作

品
で
あ
り
、
原
作
の
一
字
一
句
を
も
じ
っ
た
草
子
で
あ
る
。

そ
の
第
一
段
の
冒
頭
部
分
を
引
用
し
て
み
よ
う
。 

を
か
し
、
男
、
頬
被
（
ほ
う
か
ぶ
）
り
し
て
、
奈
良

の
京
春
日
の
里
へ
、
酒
飲
み
に
行
き
に
け
り
。
そ
の

里
に
い
と
生
臭
き
魚
、
腹
赤
（
は
ら
か
）
と
い
ふ
あ

り
け
り
。
こ
の
男
、
買
ふ
て
見
に
け
り
。
お
も
ほ
え

ず
、
古
巾
着
に
、
い
と
は
し
た
銭
も
あ
ら
ざ
り
け
れ

ば
、
心
地
ま
ど
ひ
に
け
り
。
（
『
仁
勢
物
語
』
第
一

段
） 



2009/７/7 生文研メール 11 6 

こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
『
伊
勢
物
語
』
初
段
を
踏
ま
え

る
。 

む
か
し
、
男
、
初
冠
（
う
い
か
う
ぶ
り
）
し
て
、
奈

良
の
京
春
日
の
里
に
、
し
る
よ
し
し
て
、
狩
り
に
い

に
け
り
。
そ
の
里
に
、
い
と
な
ま
め
い
た
る
女
は
ら

か
ら
住
み
け
り
。
こ
の
男
、
か
い
ま
み
て
け
り
。
お

も
ほ
え
ず
、
ふ
る
里
に
、
い
と
は
し
た
な
く
て
あ
り

け
れ
ば
、
心
地
ま
ど
ひ
に
け
り
。（『
伊
勢
物
語
』
初

段
） 

 
 

 

こ
の
よ
う
に
『
仁
勢
物
語
』
は
、
文
字
通
り
原
典
を
逐

語
的
に
「
も
じ
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
笑
い
を
も
た
ら
す

こ
と
を
目
的
と
し
た
作
品
で
あ
る
。
そ
の
「
笑
い
」
は

『
伊
勢
物
語
』
の
「
色
好
み
」
の
「
雅
」
に
、
現
実
生
活

の
「
食
」「
金
」「
性
」
な
ど
の
「
俗
」
を
取
り
合
わ
せ
、

そ
の
落
差
に
よ
っ
て
醸
し
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
風
俗

の
描
写
は
「
雅
」
と
い
う
価
値
や
美
意
識
を
引
き
下
げ
る

た
め
に
持
ち
出
さ
れ
て
お
り
、
本
作
は
風
俗
や
現
実
自
体

を
描
く
こ
と
を
第
一
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
『
一
代
男
』
は
、
京
都
・
大
坂
・
江
戸

や
地
方
の
遊
里
の
風
俗
そ
の
も
の
を
具
体
的
に
描
こ
う
と

し
て
い
る
。
仮
名
草
子
に
も
、
大
坂
新
町
の
評
判
記
『
難

波
鉦
（
ど
ら
）』（
延
宝
八
年
〈
一
六
八
〇
〉
刊
）
や
『
都

風
俗
鑑
』（
延
宝
九
年
刊
）
な
ど
が
あ
り
、
遊
里
等
の
風

俗
を
対
象
と
し
、
そ
れ
を
描
写
し
紹
介
す
る
作
品
が
存
在

し
て
い
た
。
し
か
し
『
一
代
男
』
の
「
新
し
さ
」
は
、
現

代
の
好
色
風
俗
と
そ
こ
に
生
き
る
人
間
の
「
心
」
を
哄
笑

の
う
ち
に
描
い
た
と
い
う
点
に
あ
る
。
同
じ
く
社
会
や
風

俗
を
描
く
近
代
小
説
と
の
違
い
は
、『
一
代
男
』
が
あ
く

ま
で
も
古
典
や
業
平
伝
説
の
枠
組
み
を
借
用
し
て
ス
ト
ー

リ
ー
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

『
一
代
男
』
の
持
つ
こ
の
特
質
―
現
代
風
俗
を
活
写
す

る
こ
と
及
び
古
典
と
の
二
重
写
し
―
は
そ
れ
以
降
の
「
浮

世
草
子
」
と
称
さ
れ
る
文
芸
作
品
群
に
形
を
変
え
て
引
き

継
が
れ
て
い
く
。 

 

手
塚
の
『
新
宝
島
』
の
話
は
「
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
の
宝

島
と
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
と
、
タ
ー
ザ
ン
と
を

ご
ち
ゃ
ま
ぜ
に
し
た
よ
う
な
ア
ク
シ
ョ
ン
も
の
」（
手
塚

『
ぼ
く
は
マ
ン
ガ
家
』
毎
日
新
聞
社
、
昭
和
四
十
四
年

刊
）
で
あ
っ
て
、
ス
ト
ー
リ
ー
自
体
の
革
新
性
は
（
こ
の

作
品
に
関
し
て
は
）
あ
ま
り
な
い
。『
新
宝
島
』
は
「
内

容
」「
形
式
」
に
お
い
て
は
古
く
、「
技
法
」
に
お
い
て
き

わ
め
て
新
し
い
。
一
方
、『
好
色
一
代
男
』
は
「
形
式
」

に
お
い
て
は
古
く
、「
内
容
」
と
そ
れ
を
語
る
「
文
体
」

に
お
い
て
斬
新
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て

『
新
宝
島
』
は
「
新
し
い
『
宝
島
』」
で
あ
り
、『
好
色
一

代
男
』
は
「
新
し
い
色
好
み
男
の
年
代
記
」
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。 

 

不
思
議
な
出
会
い 

そ
の
十
一 

東
京
特
派
員
ク
ラ
ブ 

 
 
 
 
 
 横

山 

學 
 

こ
の
春
、
特
派
員
ク
ラ
ブ
で
貴
重
な
資
料
の
発
見
が
あ

り
ま
し
た
。 

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
展
示
準
備
の
た
め
に
、
昨
年

か
ら
ク
ラ
ブ
の
図
書
室
を
訪
ね
て
調
査
を
続
け
て
い
ま
し

た
。
図
書
室
に
は
、
写
真
類
を
除
い
て
古
い
記
録
類
は
残

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
昭
和
二
十
年
の
創
立
当
初
か

ら
現
在
ま
で
、
何
度
も
引
越
し
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
そ

の
都
度
処
分
さ
れ
た
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
が
テ
ー

ブ
ル
一
杯
に
機
材
を
広
げ
て
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
作
業
を
し
て

い
る
と
、
図
書
室
の
中
山
さ
ん
が
や
っ
て
来
て
「
古
い
資

料
が
見
つ
か
っ
た
わ
よ
！
」
と
い
う
の
で
す
。
普
段
は
使

用
し
て
い
な
い
収
蔵
庫
の
片
隅
で
金
属
製
の
箱
を
見
つ
け
、

開
け
て
み
る
と
一
塊
の
書
類
が
入
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ

と
で
す
。
早
速
、
ざ
っ
と
様
子
を
見
せ
て
頂
く
と
、
茶
色

に
変
色
し
た
五
通
の
封
筒
に
入
っ
た
書
類
で
し
た
。
経
年

に
よ
る
劣
化
が
進
み
、
用
紙
は
黄
ば
み
、
イ
ン
ク
は
一
部

退
色
し
て
い
ま
し
た
。
大
き
な
破
損
は
あ
り
ま
せ
ん
が
こ

の
ま
ま
で
は
近
い
将
来
、
必
ず
酸
化
の
た
め
に
用
紙
が
破

壊
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
早
速
、
歴
史
民
俗
博
物
館
の
原
山

浩
介
氏
の
助
け
を
得
て
電
子
画
像
と
し
て
保
存
す
る
こ
と

を
、
ク
ラ
ブ
の
執
行
部
に
提
案
し
、
し
ば
ら
く
し
て
了
承

さ
れ
ま
し
た
。 

発
見
さ
れ
た
資
料
は
ク
ラ
ブ
創
立
時
の
昭
和
二
十
年
か

ら
二
十
四
年
ま
で
の
議
事
録
・
会
則
の
草
案
、
そ
し
て
会

議
の
メ
モ
類
約
二
百
枚
で
し
た
。 
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連
合
軍
の
占
領
政
策
と
復
興
し
て
行
く
日
本
の
様
子
を

報
道
す
る
た
め
に
、
爆
撃
を
ま
ぬ
が
れ
た
建
物
を
借
り
、

活
動
の
拠
点
と
居
住
の
場
を
確
保
す
る
た
め
に
、
特
派
員

た
ち
が
「
東
京
特
派
員
ク
ラ
ブ
」
を
創
設
し
た
の
で
す
。

当
面
の
施
設
家
賃
の
た
め
に
百
ド
ル
ず
つ
の
資
金
を
出
し

合
い
、
ク
ラ
ブ
を
設
立
し
た
当
時
の
様
子
が
、
変
色
し
た

紙
面
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
則
の
草
案
は
タ
イ
プ
打
ち

で
す
。
執
行
委
員
会
の
議
事
は
、
速
記
の
ペ
ン
書
き
の
後
、

タ
イ
プ
打
ち
の
議
事
録
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
出
席
し

た
特
派
員
の
名
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
部
分
的
で
は
あ
り

ま
す
が
、
経
営
上
の
記
録
書
類
も
あ
り
ま
す
。
月
間
の
ク

ラ
ブ
収
支
内
容
、
収
支
バ
ラ
ン
ス
、
宿
舎
に
滞
在
し
た
会

員
の
氏
名
、
利
用
日
数
、
利
用
金
額
。
こ
れ
ら
は
経
営
委

員
会
に
提
出
さ
れ
た
報
告
書
で
す
。 

フ
ラ
ン
ク
・
ホ
ー
レ
ー
が
最
後
ま
で
手
元
に
置
い
た
資

料
の
中
に
、The Correspondents Club(

「
東
京
特
派
員

ク
ラ
ブ
」)

と
表
記
し
た
フ
ァ
イ
ル
が
一
冊
あ
り
ま
す
。

今
回
見
つ
か
っ
た
資
料
は
、
ホ
ー
レ
ー
の
資
料
と
同
時
期

に
記
録
さ
れ
た
一
連
の
も
の
で
す
。
ホ
ー
レ
ー
が
何
故
に
、

最
後
ま
で
こ
の
フ
ァ
イ
ル
を
手
元
に
置
い
た
か
が
、
こ
れ

に
よ
っ
て
解
か
り
ま
し
た
。
雑
然
と
遺
さ
れ
た
よ
う
に
見

え
る
「
ホ
ー
レ
ー
資
料
」
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
意
味
」

が
あ
り
、
ホ
ー
レ
ー
の
生
涯
の
一
部
を
物
語
っ
て
い
る
の

で
す
。 

ク
ラ
ブ
の
記
念
誌
『Foreign Correspondents in 

Japan 

』(

五
十
年
史)

を
編
纂
し
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ポ
メ

ロ
イ
氏
に
お
話
し
を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
氏
は
五

十
年
史
誌
編
纂
の
経
緯
や
編
集
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
語

り
、
未
使
用
の
記
録
類
も
見
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
今
回

の
資
料
に
つ
い
て
は
、
見
た
記
憶
が
あ
る
が
保
管
場
所
は

知
ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。 

歴
代
の
特
派
員
た
ち
は
、「
今
」
に
は
関
心
が
あ
っ
て

も
。
ク
ラ
ブ
の
過
去
に
つ
い
て
は
さ
ほ
ど
の
興
味
は
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。
ア
メ
リ
カ
人
の
ポ
メ

ロ
イ
氏
が
海
軍
に
入
隊
し
、
最
初
の
来
日
の
と
き
「
東
京

特
派
員
ク
ラ
ブ
」
の
建
物
を
見
た
と
語
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
ロ
ー
マ
で
の
軍
務
を
終
え
て
除
隊
し
、
再
来
日
し
た

の
は
占
領
期
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
し
た
。
オ
ラ
ン

ダ
雑
誌
の
特
派
員
と
し
て
活
躍
し
、
長
い
間
現
在
の
ク
ラ

ブ
（
日
本
外
国
特
派
員
協
会
）
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

様
々
な
言
語
が
高
く
低
く
響
く
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
で
、

ポ
メ
ロ
イ
氏
は
当
時
の
特
派
員
の
生
活
や
思
い
出
話
を
気

さ
く
に
話
し
て
く
れ
ま
す
。
コ
ー
ヒ
ー
の
杯
を
重
ね
て
い

る
と
、
こ
の
雑
然
と
し
た
食
堂
の
ど
こ
か
の
テ
ー
ブ
ル
で
、

ホ
ー
レ
ー
や
ヒ
ュ
ー
ズ
、
そ
の
友
人
で
あ
っ
た
モ
リ
ソ
ン

や
モ
リ
ス
も
、
語
り
合
っ
て
い
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
錯
覚

に
陥
り
ま
す
。 

近
い
う
ち
に
、「
ホ
ー
レ
ー
文
書
」
と
「
東
京
特
派
員

ク
ラ
ブ
文
書
」
の
複
写
物
を
一
括
の
も
の
と
し
て
製
本
し
、

画
像
デ
ー
タ
ー
と
と
も
に
複
写
物
と
し
て
、
こ
の
ク
ラ
ブ

の
ア
ー
カ
イ
ブ
に
残
し
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

資
料
紹
介 

「
茶
業
関
係
文
書
一
括
」
資
料
（
約
百
点
）
を
、
購
入

し
ま
し
た
。
昭
和
十
七
年
か
ら
三
十
四
年
頃
ま
で
の
「
茶

業
資
料
」
で
、
農
林
省
関
係
事
務
方
か
ら
出
た
も
の
と
推

測
し
て
い
ま
す
。
戦
時
中
の
茶
業
振
興
に
つ
い
て
の
方
策

や
報
告
書
、
研
究
論
文
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
詳
細

は
次
回
『
生
活
文
化
研
究
所
年
報
』
に
掲
載
い
た
し
ま
す

が
、
一
部
を
抜
書
き
す
る
と
以
下
の
通
り
で
す
。 

戰
時
に
於
け
る
茶
の
重
要
性 

日
本
輸
入
産
物
株
式
曾
社
関
係
法
令 

茶
業
改
善
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
成
績 

茶[

薬
物
学
、
生
理
学
お
よ
び
心
理
学
か
ら
み
た
茶
の

効
力
に
関
す
る
討
論
会
の
記
録] 

決
選
下 

茶
を
新
利
用
途
へ
（
川
島
四
郎
議
演
） 

新
生
日
本
へ
の
途 

農
は
立
国
の
基 

茶
は
興
国
の
礎 

冬
茶
製
造
に
就
い
て
（
栄
養
新
緑
茶
） 

三
訂 

直
火
熱
風
製
茶
法 

直
火
熱
風
製
茶
法 

社
団
法
人
日
本
茶
業
曾
定
款 

電
熱
蒸
製
茶
法
（
豫
報
） 
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日
本
茶
の
現
状 

将
来
へ
の
構
想 

茶
業
技
術
委
員
協
議
曾
決
議
録 

茶
樹
耕
種
便
概 

茶
業
技
術
研
究 

第
７
号 

満
豪
向
緑
茶
製
造
法
（
茶
業
試
験
場
彙
報
第
八
号
） 

農
林
省
茶
業
試
験
場
要
覧 

茶
業
試
験
場
事
業
成
績
報
告
書
（
昭
和
一
四
年
度
） 

日
本
茶
業
概
論 

製
茶
ノ
最
高
販
売
価
格
改
正
の
件 

茶
業
對
策
懇
談
曾
（
参
考
案
） 

製
茶
生
産
対
策
要
綱 

緑
茶
の
改
良
並
に
増
殖
に
関
す
る
試
験
研
究
に
要
す
る

経
費
説
明
資
料 

合
籾
（
し
ひ
な
）
及
び
籾
穀
よ
り
の
製
品
に
就
い
て 

「
ビ
タ
ミ
ン
」
に
関
す
る
件 

茶
業
に
関
す
る
資
料 

昭
和
二
十
年
度
生
産
対
策
要
綱
案 

製
茶
の
集
荷
配
給
機
構
に
関
す
る
件 

茶
場
タ
ン
ニ
ン
試
験
工
場
計
算
書 

茶
業
に
関
す
る
資
料 

製
茶
ノ
品
位
と
全
窒
素
量
に
就
て 

 
 

 

連
合
国
最
高
司
令
部
指
令
第
三
号
第
八
項
（
イ
）
に
對

ス
ル
報
告 

烏
龍
茶
ノ
製
造
法
（
田
辺
貢
著
「
驗
茶
樹
栽
培
及
製
茶

法
」
抜
粋
） 

茶
飯
の
効
果=

熱
地
作
戦
用
行
厨
と
し
て
の
「
饐
え
な

い
飯
」
の
研
究
報
告= 

連
合
国
最
高
司
令
部
指
令
第
三
号
第
八
項
（
ハ
）
に
對

ス
ル
報
告 

統
制
規
則
（
案
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
以
下
略
） 

生
活
文
化
講
演
会 

                  
     

去
る
六
月
二
十
七
日
土
曜
日
に
第
二
十
三
回
目
の
生
活

文
化
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
と
し
は
名
古
屋
市
博

物
館
学
芸
員
の
山
本
祐
子
氏
を
お
招
き
し
「
記
憶
装
置
と

し
て
の
博
物
館 

博
物
館
の
舞
台
裏
か
ら
」
を
お
話
し
て

頂
き
ま
し
た
。
山
本
氏
は
名
古
屋
市
博
物
館
の
設
立
時
か

ら
関
わ
り
、
猿
候
庵
高
力
種
信
の
描
い
た
挿
絵
本
な
ど
の

資
料
収
集
を
熱
心
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

お
知
ら
せ 

こ
の
春
、
所
員
の
広
嶋
進
教
授
が
神
奈
川
大
学
に
移
ら

れ
ま
し
た
。
広
嶋
教
授
は
、
近
世
文
学
「
井
原
西
鶴
」
の

専
門
家
で
、
本
学
で
は
日
本
語
日
本
文
学
科
長
で
し
た
。

今
後
は
、
所
外
研
究
所
員
と
し
て
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
事
務
助
手
の
西
岡
真
依
子
さ
ん
が
辞
め
ら
れ
、
替
わ

り
と
し
て
長
宗
佐
和
さ
ん
が
加
わ
り
ま
し
た
。 

 訃
報 本

研
究
所
『
生
活
文
化
研
究
年
報
』
の
創
刊
以
来
、

長
年
に
わ
た
り
編
集
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
た
、

小
林
忠
次
氏
が
六
月
二
十
日
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

氏
は
弘
文
堂
出
版
を
退
職
後
に
花
林
書
房
を
起
業
し
、

以
来
、
本
研
究
所
の
貴
重
な
知
恵
袋
で
あ
り
ま
し
た
。

年
報
表
紙
の
装
幀
割
付
や
記
事
の
編
集
に
つ
い
て
の
我

侭
な
注
文
に
も
柔
軟
に
応
じ
て
助
力
を
頂
き
、
第
二
十

二
輯
の
刊
行
ま
で
熟
練
の
編
集
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 


